乙訓寺

長岡京市にある乙訓寺は、色とりどりの牡丹で有名です。珍しい本尊や、特徴的な表情の守護神毘沙門天など、興味深い仏像が数多く安置されています。乙訓寺の歴史は古く、京都遷都の前後に起こったいくつかの重要な出来事と関係があります。このお寺は真言宗に属しています。

牡丹寺
乙訓寺の境内には香り豊かな大輪の牡丹が約1000株咲きます。最初の花は1940年に、台風後の乙訓寺の復興を目的として、奈良県にある真言宗総本山長谷寺から寄贈されました。現在は、正門から参道の両側に多くの牡丹が植えられ、境内や本堂前にも花壇が設けられています。4月には、ピンクや紫、黄色、白の色合いに咲く牡丹が満開になります。

初期の歴史
伝承によると、乙訓寺の起源は、日本での仏教を広めた聖徳太子（574年～622年）がこの地域に建立したとされています。784年には都が平城京（現在の奈良）から長岡京に移され、桓武天皇（737年～806年）は乙訓寺を大幅に拡張しました。

翌年、遷都を担当した廷臣 藤原種継（737年～785年）が暗殺されました。捜査の結果、天皇の弟である早良親王（750年？～785年）の関与が疑われました。ある説によると、親王は長岡京への遷都に反対する勢力と近い関係にありました。親王は乙訓寺に幽閉され、後に追放を宣告されましたが、道中で謎の死を遂げます。その後、干ばつや飢餓、そして皇族の死などの災難が長岡京を襲いました。それらは早良親王の怨霊によるとされました。その結果、長岡京に首都が移ってからわずか10年後の794年に、平安京（現在の京都）へと都が移されることになりました。

空海と最澄、二人の偉大な仏教の師
真言宗の開祖であり強い影響力を持つ僧 空海（弘法大師　774年～835年）は、811年に乙訓寺の住職に任命されました。寺伝によると、空海が八幡大菩薩の仏像を木から彫っていると、その神は老人として空海の前に現れ、二人は木像を一緒に完成させました。八幡が空海をモデルに胴体を彫り、空海が八幡をモデルに頭を彫り、二人で仏像を作り上げました。この珍しい像は「八幡弘法合体大師」と呼ばれ、現在では寺院の本尊となっており、33年に一度だけ一般公開されます。812年、乙訓寺は空海と日本の天台宗の開祖 最澄（伝教大師　767年～822年）の出会いの場となりました。最澄は密教をさらに深く理解することを目標としていたため、この交流の中で、空海は最澄にある秘法と灌頂を授けました。

境内
参道は、誓った日数だけ参拝すると願いが叶うとされる日限地蔵尊を祀るお堂に通じています。近くには、信者によって奉納された小さな地蔵尊が並ぶ石塔が立っています。周辺には早良親王供養塔や十三重の石塔があります。境内の奥には合体大師像を安置する本堂があり、その外には不動明王像が鎮座しています。毘沙門堂には、一般的に荒々しい表情を浮かべていることが多い神を、陰鬱な表情を表した珍しい仏像「深い憂いをたたえた毘沙門天」が安置されています。境内の南西隅にある鎮守八幡神社には寺院の守護神である八幡が祀られています。
